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　高い空間分解能を有する磁気力顕微鏡探針

の試作に関するものである。従来技術である

探針先端の物理的先鋭化による分解能の限界

を超すために磁気的先鋭化の手法を用い、積

層型の交換スプリング磁石薄膜を用いた磁性

探針を試作し、その性能を検証することを目

的とした。�

　計算機シミュレーションにより探針構造と空間分解能の相関を明らかにし、探針構造の最

適設計を行った。探針の試作については探針表面への磁性膜の拡散防止を目的とした酸化膜

の形成手段、探針先端の微細加工等の要素技術の検討を行った。その結果、高分解能探針に

求められる基本技術を確立することはできた。しかし最終的な分解能評価が今後の課題とし

て残った。�
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